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　「リーダーがなかなか育たない」と
いった声をよく聞きます。
　ある高齢者施設では、リーダーが
必要な知識や技術を学ぶことができ
るよう、研修に参加させるとともに、
自己学習などを行う職員には学習に
必要な費用を補助するなど手厚い支
援を行ってきました。しかし、なぜ
か上手くいかないというのです。
　リーダーに対して、施設長は「柔軟
な対応ができないことが多い。悪く
いえば融通が利かない。これでは自
分の役を任せることはできない」と
やや不満げ。一方、部下は「リーダ
ーの判断が曖昧。私たちのお手本に
なるような動きをしてくれるかと思
ったのに」と残念そう。
　こうした相反する見方になってしま
う原因の一つには、上司や部下それぞ
れが、「リーダーはこうあるべき」と
いうイメージをもっていることにあり
ます。とかくリーダーは、「任せてお
けば大丈夫」、「力強く引っ張っていっ
てくれる」など、強いイメージをもた
れがちです。
　研修等で知識や技術を習得したと
しても、すぐに活用できるわけでは
ありません。時間や経験を重ねるこ
とで知識や技術がブラッシュアップ
され成熟していくものだと考えたと
き、先行したイメージだけで、リー
ダーの良し悪しを判断してしまって
は、いつまでたっても望むようなリ
ーダーが育つことはありません。
　リーダーがリーダーシップを効果
的に発揮していくためには、こうし
た単一的な捉え方を改めるとともに、
リーダーシップは対象や場面により

異なるということを、リーダー自身
も周囲の職員も理解することが大切
です。
　その一つの気づきとなる、「ＳＬ理
論」（アメリカ・オハイオ大学リーダ
ーシップ研究センターのＰ・ハーシ
ーとＫ・Ｈ・ブランチャードが考案）
をご紹介します。これは、部下の職
務経験や知識技術の成熟度と、責任
感や努力度といった仕事に対する心
理的な成熟度により、リーダーシッ
プの取り方を変えていくという考え
方です。

教示的リーダーシップ（S1型）
　新人職員や他分野からの転職者な
ど、仕事の成熟度は高くないものの、
熱意がある部下に対して適している
スタイルです。コミュニケーション
のなかでは、互いが納得できるゴー
ルをしっかりと示すとともに、そこ
までの手順を明らかにするよう努め
ましょう。

説明的リーダーシップ（S2型）
　Ｓ1型で成熟されてきた比較的若
手の職員に適したスタイルです。仕
事には慣れてきていますので、部下

に質問を投げかけたり要望を聞き取
ったりしながら、さらに高い目標に
チャレンジしいてくために必要な事
柄を伝えていくようにしましょう。

参加的リーダーシップ（S3型）
　中堅職員や仕事に対する意欲が低
下してきている職員に対して適して
いるスタイルです。指示されずとも
成果は出せるようになっていますが、
まだ一人で行動することに対しては
不安感があります。職員自身が自主
的に考え、判断、行動できるよう支
援していきましょう。チャレンジし
やすい環境づくりや振り返りの機会
を作ってあげることも大切です。

委任的リーダーシップ（S4型）
　仕事に対する意欲が高いベテラン
職員は、「委ねる」、「見守る」を意識
しながら、仕事を任せるようにして
いきましょう。自分で考え、行動す
ることができますので、リーダーは
指示的、支援的なコミュニケーショ
ンをとる必要はありませんが、困っ
ている時や迷っている時のシグナル
には敏感であるよう努め、タイムリ
ーにアドバイスをするよう気を配り
ましょう。

＊　＊　＊　＊　＊

　こうしたリーダーシップを発揮し
ていくためには、職場全体の理解や
協力が不可欠です。とくに、リーダ
ーと部下の認識に違いがあったとき
には、上司である施設長や先輩リー
ダーが率先してフォローし、共通認
識を図っていくことが大切です。
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（図）SL理論による基本的なリーダーシップ
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